
条

約

平成年月日 木曜日 (号外第号)官 報

第
二
条

こ
の
協
定
の
適
用
範
囲

こ
の
協
定
は
、

１

日
本
国
に
つ
い
て
は
、
次
の
日
本
国
の
年
金
制
度
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

⒜

国
民
年
金
（
国
民
年
金
基
金
を
除
く
。）

⒝

厚
生
年
金
保
険
（
厚
生
年
金
基
金
を
除
く
。）

⒞

国
家
公
務
員
共
済
年
金

⒟

地
方
公
務
員
等
共
済
年
金
（
地
方
議
会
議
員
の
年
金
制
度
を
除
く
。）

⒠

私
立
学
校
教
職
員
共
済
年
金

（
⒝
か
ら
⒠
ま
で
に
掲
げ
る
日
本
国
の
年
金
制
度
は
、
以
下
「
日
本
国
の
被
用
者
年
金
制
度
」
と
い
う
。）

た
だ
し
、
こ
の
協
定
の
適
用
上
、
国
民
年
金
に
は
、
老
齢
福
祉
年
金
そ
の
他
の
福
祉
的
目
的
の
た
め
経
過
的
又
は

補
完
的
に
支
給
さ
れ
る
年
金
で
あ
っ
て
、専
ら
又
は
主
と
し
て
国
庫
を
財
源
と
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
を
含
め
な
い
。

２

イ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
次
の
事
項
に
関
す
る
全
て
の
法
律
及
び
規
則
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

⒜

被
用
者
の
た
め
の
老
齢
年
金
及
び
遺
族
年
金

⒝

被
用
者
の
た
め
の
恒
久
的
か
つ
完
全
な
障
害
に
係
る
年
金

第
三
条

こ
の
協
定
の
適
用
を
受
け
る
者

こ
の
協
定
は
、
一
方
の
締
約
国
の
法
令
の
適
用
を
受
け
て
い
る
か
又
は
受
け
た
こ
と
が
あ
る
者
及
び
こ
れ
ら
の
者
に

由
来
す
る
権
利
を
有
す
る
そ
の
他
の
者
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

第
四
条

待
遇
の
平
等

こ
の
協
定
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
前
条
に
規
定
す
る
者
で
あ
っ
て
一
方
の
締
約
国
の
領
域
内
に

通
常
居
住
す
る
も
の
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
の
法
令
の
適
用
に
際
し
、
当
該
一
方
の
締
約
国
の
国
民
と
同
等
の
待
遇

を
受
け
る
。
た
だ
し
、
こ
の
規
定
は
、
日
本
国
の
領
域
外
に
通
常
居
住
す
る
こ
と
に
基
づ
い
て
日
本
国
民
に
対
し
て
認

め
ら
れ
る
合
算
対
象
期
間
に
関
す
る
日
本
国
の
法
令
の
規
定
の
適
用
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

第
五
条

海
外
へ
の
給
付
の
支
払

１

こ
の
協
定
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
一
方
の
締
約
国
の
領
域
外
に
通
常
居
住
す
る
こ
と
の
み
を

理
由
と
し
て
給
付
を
受
け
る
権
利
の
取
得
又
は
給
付
の
支
払
を
制
限
す
る
当
該
一
方
の
締
約
国
の
法
令
の
規
定
は
、

他
方
の
締
約
国
の
領
域
内
に
通
常
居
住
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
規
定
は
、
初
診
日
又

は
死
亡
日
に
お
い
て
六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
で
あ
っ
た
者
に
関
し
て
障
害
基
礎
年
金
又
は
遺
族
基
礎
年
金
を
受

け
る
権
利
の
取
得
の
た
め
に
日
本
国
の
領
域
内
に
通
常
居
住
し
て
い
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
定
め
た
日
本
国
の
法
令

の
規
定
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。

２

一
方
の
締
約
国
の
法
令
に
よ
る
給
付
は
、
第
三
国
の
領
域
内
に
通
常
居
住
す
る
他
方
の
締
約
国
の
国
民
に
対
し
て

は
、
そ
の
者
が
当
該
一
方
の
締
約
国
の
国
民
で
あ
っ
た
場
合
と
同
一
の
条
件
で
支
給
す
る
。

３

他
方
の
締
約
国
の
領
域
内
に
居
住
す
る
受
給
者
に
対
す
る
こ
の
協
定
に
基
づ
く
給
付
の
支
払
は
、
自
由
に
交
換
す

る
こ
と
が
で
き
る
通
貨
に
よ
り
直
接
行
わ
れ
る
。
い
ず
れ
か
一
方
の
締
約
国
が
外
国
為
替
取
引
又
は
海
外
送
金
を
制

限
す
る
措
置
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、
両
締
約
国
の
政
府
は
、
こ
の
協
定
に
基
づ
く
当
該
一
方
の
締
約
国
に
よ
る
給

付
の
支
払
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
に
つ
い
て
、
直
ち
に
協
議
す
る
。

第
二
部

適
用
法
令
に
関
す
る
規
定

第
六
条

一
般
規
定

こ
の
協
定
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
一
方
の
締
約
国
の
領
域
内
に
お
い
て
被
用
者
と
し
て
就
労
す

る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
被
用
者
と
し
て
の
就
労
に
関
し
、
当
該
一
方
の
締
約
国
の
法
令
の
み
を
適
用
す
る
。

第
七
条

特
別
規
定

１

一
方
の
締
約
国
の
法
令
に
基
づ
く
制
度
に
加
入
し
、
か
つ
、
当
該
一
方
の
締
約
国
の
領
域
内
に
事
業
所
を
有
す
る

雇
用
者
に
当
該
領
域
内
に
お
い
て
雇
用
さ
れ
て
い
る
者
が
、
当
該
雇
用
者
に
よ
り
当
該
一
方
の
締
約
国
の
領
域
又
は

第
三
国
の
領
域
か
ら
他
方
の
締
約
国
の
領
域
内
に
お
い
て
当
該
雇
用
者
の
た
め
に
就
労
す
る
よ
う
派
遣
さ
れ
る
場
合

に
は
、
そ
の
派
遣
の
期
間
が
五
年
を
超
え
る
も
の
と
見
込
ま
れ
な
い
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
そ
の
被
用
者
が
当
該
一

方
の
締
約
国
の
領
域
内
に
お
い
て
就
労
し
て
い
る
も
の
と
み
な
し
て
当
該
一
方
の
締
約
国
の
法
令
の
み
を
適
用
す

る
。

２

１
に
規
定
す
る
派
遣
が
五
年
を
超
え
て
継
続
さ
れ
る
場
合
に
は
、
両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
又
は
実
施
機
関

は
、
当
該
派
遣
に
係
る
被
用
者
に
対
し
て
１
に
規
定
す
る
一
方
の
締
約
国
の
法
令
の
み
を
引
き
続
き
適
用
す
る
こ
と

に
つ
い
て
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
条

海
上
航
行
船
舶
又
は
航
空
機
に
お
い
て
就
労
す
る
被
用
者

１

一
方
の
締
約
国
の
旗
を
掲
げ
る
海
上
航
行
船
舶
に
お
い
て
被
用
者
と
し
て
就
労
し
、
か
つ
、
こ
の
協
定
が
な
い
と

し
た
な
ら
ば
両
締
約
国
の
法
令
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
の
法
令
の
み
を

適
用
す
る
。
こ
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
者
が
他
方
の
締
約
国
の
領
域
内
に
事
業
所
を
有
す
る
雇
用
者
に
雇
用

さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
者
に
つ
い
て
、
当
該
他
方
の
締
約
国
の
法
令
の
み
を
適
用
す
る
。

２

国
際
運
輸
に
従
事
す
る
航
空
機
に
お
い
て
被
用
者
と
し
て
就
労
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
就
労
に
関
し
、
そ
の

者
の
雇
用
者
の
所
在
す
る
締
約
国
の
法
令
の
み
を
適
用
す
る
。

社
会
保
障
に
関
す
る
日
本
国
と
イ
ン
ド
共
和
国
と
の
間
の
協
定
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
八
年
七
月
二
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

条
約
第
十
二
号

社
会
保
障
に
関
す
る
日
本
国
と
イ
ン
ド
共
和
国
と
の
間
の
協
定

日
本
国
及
び
イ
ン
ド
共
和
国
は
、

社
会
保
障
の
分
野
に
お
け
る
両
国
間
の
関
係
を
規
律
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
、

次
の
と
お
り
協
定
し
た
。

第
一
部

総
則

第
一
条

定
義

１

こ
の
協
定
の
適
用
上
、

⒜

「
イ
ン
ド
」
と
は
、
イ
ン
ド
共
和
国
を
い
う
。

⒝

「
国
民
」
と
は
、
次
の
者
を
い
う
。

日
本
国
に
つ
い
て
は
、
日
本
国
の
国
籍
に
関
す
る
法
律
に
い
う
日
本
国
民

イ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
ド
の
国
籍
を
有
す
る
者

⒞

「
法
令
」
と
は
、
次
の
も
の
を
い
う
。

日
本
国
に
つ
い
て
は
、
次
条
１
に
掲
げ
る
日
本
国
の
年
金
制
度
に
関
す
る
日
本
国
の
法
律
及
び
規
則

イ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
次
条
２
に
掲
げ
る
法
律
及
び
規
則

⒟

「
権
限
の
あ
る
当
局
」
と
は
、
次
の
も
の
を
い
う
。

日
本
国
に
つ
い
て
は
、
次
条
１
に
掲
げ
る
日
本
国
の
年
金
制
度
を
管
轄
す
る
政
府
機
関

イ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
海
外
イ
ン
ド
人
問
題
担
当
大
臣

⒠

「
実
施
機
関
」
と
は
、
次
の
も
の
を
い
う
。

日
本
国
に
つ
い
て
は
、
次
条
１
に
掲
げ
る
日
本
国
の
年
金
制
度
の
実
施
に
責
任
を
有
す
る
保
険
機
関
（
そ
の
連

合
組
織
を
含
む
。）

イ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
被
用
者
積
立
基
金
機
構

⒡

「
保
険
期
間
」
と
は
、
一
方
の
締
約
国
の
法
令
に
よ
る
保
険
料
納
付
期
間
及
び
当
該
法
令
に
お
い
て
給
付
を
受

け
る
権
利
の
確
立
に
際
し
て
考
慮
さ
れ
る
そ
の
他
の
期
間
を
い
う
。
た
だ
し
、
社
会
保
障
に
関
す
る
他
の
協
定
で

あ
っ
て
こ
の
協
定
と
同
種
の
も
の
に
よ
り
、
当
該
法
令
に
よ
る
給
付
を
受
け
る
権
利
を
確
立
す
る
た
め
に
考
慮
す

る
こ
と
と
さ
れ
た
期
間
は
、
含
め
な
い
。

⒢

「
給
付
」
と
は
、
一
方
の
締
約
国
の
法
令
に
よ
る
年
金
そ
の
他
の
現
金
給
付
を
い
う
。

２

こ
の
協
定
の
適
用
上
、
こ
の
協
定
に
お
い
て
定
義
さ
れ
て
い
な
い
用
語
は
、
適
用
さ
れ
る
法
令
に
お
い
て
与
え
ら

れ
て
い
る
意
味
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。
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